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ナノ物質光マニピュレーションが拓く新奇現象・機能・技術

　　　　　　　　　　　　　と呼ばれる微粒子の光操作技術の開発において、
2018 年、Ashkin 博士がノーベル賞を受賞した。光の運動量変化に基づく力
学的作用（光圧）を利用した光マニピュレーションは、微小空間の非破壊捕捉・
操作技術として数多くの研究開発が進められ、DNA・細胞・ウイルスなどのバ
イオ光操作として大きな発展を遂げてきた。一方我が国では、光化学や光物性
など様々な分野において、ナノ物質と光マニピュレーションが織りなす新奇な
現象の探索が行われてきた。ナノ物質は様々な量子力学的特性を顕し、光もま
た、周波数、偏光、波数ベクトル、さらに角運動量、重ね合わせによる時空間
構造など、多くの自由度を持つ。様々な制御された環境下で、このようなナノ
物質と光の多様な自由度を線形・非線形に作用させることで、新しい機能や技
術に結びつく様々な光圧現象が見出されてきた。Ashkin 博士がノーベル賞を
受賞したこの機会に、従来の単なる微粒子操作技術とは全く異なる、ナノ物質
光マニピュレーションが拓く新しい可能性を示す研究を結集し、新しい学術分
野を立ち上げたいと考え本シンポジウムを企画した。
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